
-488-

岡山醫學會彙報

岡山醫學會通常會

同會 は岡山醫大各教室集談會 と合同 して本月十五 日午 後三時 よ り岡山醫科大

學附屬醫 院南臨牀講義室に於 て開會せ り上坂副會長開會 を報 し直 ちに左 の講演

に移 る

第一席　 乳腺護謨腫 の一例 に就 て

岡山醫科大學第一外科教室(赤岩博士)　岡 野 政 一 君

論者 は先 づ乳房 に來 る各期黴毒 の頻度 を論 じ,次 に自己の典型的乳腺護謨腫

の一例 を擧 げ,更 に第三期黴毒性乳腺炎 の一般的の事 に就 て論ぜ り.(自 抄)

第 二席　 黒色 肉腫 の一例

玉 川 忠 太 君

黒 瀬 巖 君

演者は眼球に原發し肝臟皮膚其他に多數の轉移を有せる黒色肉腫患者の臨牀

的竝に病理解剖的所見を左の如く述べたり.

患者は五十歳の女にして三年前に左眼の視力障害竝に眼球突出を訴へ腫瘍の

診斷のもとに,眼 球全摘出術をうく,五 箇月前より背部及び腹部の皮下に小指

頭大乃至拇指頭大の腫瘍の發生せるに氣づけり.

二十 日前 より右季肋部に疼痛を訴へ同時に右上腹部の腫瘍を認め腹部膨滿,

呼吸困難を訴へ當院に入院せ り.

全身皮膚殊に背腹部に十一箇の大 さは小豆大より鶏卵大に至る黒色,可 動無

痛性腫瘤の發生せるを見る,肝 は増大し質極めて硬 く,下 界は臍下に迄達す表

面は滑澤輕度の壓痛あり入院後數日にて死亡す,病 理解剖に附するに肝臟,肺

臟,頭 蓋骨,腸 間膜等に多數の腫瘍 の轉移竈を見る,就 中肝臟は三倍位に肥大

し質硬 く深黒色を呈し表面滑澤なり腹腔内には恰も蜘蛛の子をまき散 らしたる

如 く無數の腸間膜淋巴腺は極小は罌粟粒大より拇指頭大までに肥大し黒色を呈

せり.

尚ほ腹腔内轉位の寫眞及び肉眼的竝に顯微鏡的標本數個を供覧せ り.(自 抄)
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第三席　 「フロリチン」糖尿 作用の研究(第 一囘報告)

(一)

二臭素「フロリチン」の製法及び臭素結合の位置

竝 に之が糖尿 作用 に就 て

醫 化 學 教 室　御 前 慶 造 君

v. Mering氏 が初 めて 「フ ロリチン」糖 尿 作 用 に就 て報 告す るや,之 に關 す る

多 くの研 究行 はれ,其 の糖原 作用 に就 ては未 だ論議 一 定 せ ず.さ れ ど腎臟 が之

に關與 し,恐 らくは其 の機 能 の異 常 を起 す に よ る ものな らん とは, Zuntz, Pavy,

 Brodie &. Sian氏 等及 びNash氏 の最近 の研 究 に よ り一般 に承 認 す る所 な り.

「フ ロ リチ ン」は一 の配 糖體 に して 「フ ロログル チ ン」,「フ ロ レチン」酸 及び

「グル コー ゼ」 よ り成 る.

此 の 「フ ロ リチ ン」中,何 れ のKern又 は如 何 な るVerbindungsketteが 腎臟 に

作用 す るか,此 の問題 に就 きては汎 く文獻 を渉 猟 した る も記 載 あ るを見 ず.演

者 は 「グル コー ぜ」以外 のKernに 糖原 作用 を有 す る もの な らん との推 定 の下 に

研究 をすす め,「 フ ロ リチ ン」中 の 「グ ル コー ぜ」以外 のKernを 種 々な る元 素或

は化 合體 を以 て置換 し,其 の糖原 作用 を檢 せ ん ことを企 て,先 づ一定 の條 件 の

下 に「フ ロ リチ ン」を臭 化 し,一 新 化合 物,二 臭 素「フ ロ リチ ン」C21H22Br2O10を

得 た り.此 もの は臭素 を以て分解 すれば,其 の糖 構 子 に相 當 せ る糖 と,六 臭 素

「フ ロ レチン」を生 じ,又 「アル カ リ」を以 て分 解 すれば,「 パ ラオ キ シ」一臭 素

「フェニール プ ロピオ ン」酸 と一臭 素 「フ ロ リン」を得.即 ち二臭 素「フ ロ リチ ン」

の臭素 は,其 の

「フ ロ ロ グ ル チ

ン」及び「フ ロ レ

チ ン」酸 のKern

に各 一 つ宛 結 合

せ る もの に して

其 の結 合 の位 置

は未 だ確 定 せ ざれ こ も,恐 ら くは 「フ ロ レテ ン」酸 及 び 「フ ロログ ル チ ン」の2

の位 置 に あ るもの な らん.

二臭 素 「フ ロ リチ ン」を犬 及 び家 兎 に注 射 して其 の糖尿 作 用 を檢 せ るに「ク ロ
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リチ ン」に比 し遙かに其の作用弱 く一定量(0.5g.)に 至 りて初 めて糖尿 を起す こ

とを證 せ り.此 の事 たるや,「 フロリチ ン」のKernの 一部分 に腎臟 に對 し毒性

に作用 す る部分 あ りて,之 が一部分置換 されて其の毒性 を失 した るに非ずやと

の問題 を想像 せ しむ るものな り.而 して二臭素 「フ ロリチン」は其の收量惡 し,

依 つて更に臭素結合 の部分 を「カルボキシール」族 とな し此 の作用 を確定せん と

す.

二臭素「フロ リチ ン」の動物體 内に於 る運命及び六臭素「フロレチ ン」の作用等

に就 きては追 つて報告すべ し.(自 抄)

右終 りて午後五時半閉會せ り.
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